
２
面
＝
不
法
投
棄
情
報
の
報
賞
対
象
を
拡
大
　
３
面
＝
「
い

な
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
」
で
ふ
る
さ
と
意
識
を
　
４
面
＝
情
報
ポ
ケ
ッ

ト
　
５
面
＝
健
康
・
福
祉
　
６
面
＝
い
な
が
わ
特
派
員
報
告

今 月 号 の

主 な 内 容

北
摂
の
み
ど
り
と
猪
名
川
の
清
流
に
育
ま
れ
た
本
町
は
、
平
成

17
年
４
月
10
日
に
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

４
月
10
日
に
開
催
す
る
記
念
式
典
を
は
じ
め
、
一
年
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
楽
し
い
記
念
事
業
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

50
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
、

一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

事　業　名

町制施行50周年記念式典

夏期巡回ラジオ体操

みんなの体操会

全国川サミットin猪名川

ＮＨＫのど自慢（公開番組）

開 催 時 期

平成17年４月10日（日）

平成17年８月１日（月）

平成17年８月５日（金）

～同７日（日）

平成17年８月28日（日）

〈予選会　27日（土）〉

開 催 場 所

文化体育館

総合公園

文化体育館ほか

文化体育館

町制 施行 5 0周年記念事業

第
３
２
５
回
定
例
会
（
会
期

２
月
25
日
〜
３
月
28
日
）
を
、

よ
り
多
く
の
方
に
傍
聴
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
一
般
質
問
を
３

月
６
日
の
日
曜
日
に
開
催
し
ま

す
。一

般
質
問
で
は
、
私
達
に
と

っ
て
よ
り
身
近
な
課
題
が
論
議

さ
れ
ま
す
。
平
日
は
通
学
や
仕

事
な
ど
で
傍
聴
に
来
ら
れ
な
い

方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
３
月
に
行
わ
れ
る
定

例
会
や
委
員
会
な
ど
の
日
程
に

つ
い
て
は
、
本
紙
４
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
「
町
議
会
定
例

会
・
委
員
会
の
日
程
」
や
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
の
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
　
◆
　
◇

▼
と
き

３
月
６
日
（
日
）

午
前
10
時
か
ら

▼
と
こ
ろ

本
会
議
場
（
役

場
３
階
）

▼
傍
聴
定
員

30
人
（
先
着

順
）※

午
前
９
時
か
ら
受
付
を
開

始
し
ま
す
。
ま
た
、
定
員
を
超

え
た
場
合
は
、
２
階
会
議
室
で

テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
で
の
傍
聴
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
議
会
事
務

局
（
�
７
６
６
・
８
７
１
０
）

へ
。

〜
あ
な
た
も
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

33月月66日日

本
町
で
は
、
平
成
17
年
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
を
、

町
制
施
行
50
周
年
記
念
の
年
と
し

て
い
ま
す
。
50
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
昨
年
は
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
募
集

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
記
念
す

べ
き
年
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
祝
い

楽
し
む
た
め
、
下
表
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政
策
課

（
�
７
６
６
・
８
７
１
１
）
へ
。

町
制
が
施
行
さ
れ
50
年
目
を
迎

え
る
４
月
10
日
、
来
賓
約
７
０
０

人
を
招
待
し
、
文
化
体
育
館
で

「
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
町
内

３
中
学
校
に
よ
る
吹
奏
楽
の
演
奏

や
、
い
な
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
の
披
露
、

町内で行われるさまざまなイ

ベントに、「町制施行 5 0周年」

を祝う冠を付けて実施していた

だける事業を、随時募集してい

ます。

�対象期間 平成1 7年４月１

日～同18年３月31日

�対象事業 ①猪名川町の魅

力を広く内外に広報できる事業

②不特定多数の来場者が見込め

る事業③宗教活動、営利目的以

外の事業

�申込み 企画政策課に備え

付けの用紙に必要事項を記入

し、同課に提出してください。

全国から約1,500点を超える応募をいただきました。

シンボルマークは、猪名川町を象徴し、今後のまちづくり

をイメージさせるコミュニケーションマークとして、町の各

種印刷物・記念品・イベントなどに使用していきます。

キャッチフレーズは、今年４月から翌年３月までの１年間、

使用していきます。

猪名川町の「い」、「川」の文字を組

み合わせてデザイン化したもの。豊か

な自然環境のもと“和”のなかで共生

する人々の、心安らぐ住み良い自然と

の融和と、伸びやかな活力あるまちを

象徴しています。

和歌山県在住 北野公一さんの作品

シンボルマーク

キャッチフレーズ

猪名川町松尾台在住 伊藤佳子さんの作品
《喜びの声》

猪名川町に移り住んで1 7年。猪名川町の

豊かな自然やまちが大好きな私にとって、

このキャッチフレーズは、猪名川町そのも

のです。

この作品を通して、たくさんの方に猪名

川町の元気や良さが伝われば嬉しいと思っ

ています。

ええやん猪名川5 0年 明るい緑の似合うまち

日日 曜曜 議議 会会 でで 行行 わわ れれ るる 一一 般般 質質 問問
①猪名川町の今後の展望について＝福田 長

治議員

②地域安全ネットワークの整備について＝

尾川 悦子議員

③財政計画について＝切通 明男議員

④通勤・通学時の阪急バス（川西能勢口駅

～日生中央駅間）の現状＝中島 孝雄議員

⑤地域再生計画第２次の認定とは＝南 初男

議員

⑥町の行財政運営と役場の仕事について＝

池上 哲男議員

⑦今こそ“救命救急センター”を設置せ

よ＝福井 澄榮議員

※くわしい内容は、広報いながわで随時お知らせします。

記記
念念
式式
典典
をを
開開
催催

〜
一
般
参
加
者
２
０
０
人
を
募
集
〜

小
・
中
学
生
に
よ
る
記
念
作
文
の

朗
読
、
町
政
50
年
を
支
え
た
功
労

者
の
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

こ
の
式
典
を
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
祝
福
す
る
た
め
、
一
般

参
加
者
２
０
０
人
を
募
集
し
ま
す
。

次
の
要
領
に
よ
り
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き

平
成
17
年
４
月
10
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

猪
名
川
町
文
化
体

育
館▼

募
集
人
数

２
０
０
人
（
多

数
抽
選
）

▼
申
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
の
往

信
面
に
参
加
希
望
者
全
員
の
名

前
・
ふ
り
が
な
・
住
所
・
代
表
者

連
絡
先
お
よ
び
「
町
制
施
行
50
周

年
記
念
式
典
出
席
希
望
」
と
記
入

し
、
３
月
15
日
（
火
）
ま
で
に
猪

名
川
町
役
場
企
画
部
企
画
政
策
課

町
制
施
行
50
周
年
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う

宛
（
〒
６
６
６
・
０
２
９
２
住
所

不
要
）
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

5 0周年
冠事業を募集


